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平均値 SD 平均値 SD
LAには気軽に質問できた 4. 53 0. 71 4. 43 0. 79
LAの関わりにより授業の理解が深まった 4. 53 0. 73 4. 48 0. 65
LAの関わりにより知識不足が理解できた 4. 55 0. 82 4. 80 0. 44
LAの関わりにより技術不足が理解できた 4. 63 0. 74 4. 88 0. 37
LAの関わりにより自己の考えが深まった 4. 36 0. 84 4. 38 0. 87
LAの関わりによりグループ活動が進んだ 4. 49 0. 71 4. 55 0. 65
教員と LAの指導の違いによる
戸惑いがあった
1. 88 0. 99 2. 18 1. 30
授業に意欲的に取り組んだ 4. 84 0. 44 4. 82 0. 39
授業は意義あるものであった 4. 93 0. 30 4. 92 0. 28













































































































































































































































学から理科学習への提言─開かれた学びをめざして . 北大路書房 .
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